
教員養成のグローバル化に向けた挑戦
東京学芸大学 長谷川正／下田誠

教員養成ならではの大学教職員PD講座 第８講



①教員養成のグローバル化の背景や必要性について

―教職課程のカリキュラムやプログラムがグローバル化に

対応する必要性

―教職課程に学ぶ学生が国際的視野を身につける必要性

②教員養成のグローバル化と学生の学びに関わる具体

的な事例

―制度設計のあり方

―学生の成長と満足度
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第８講の柱（問い）



教員養成のグローバル化の必要性

 次世代の育成にあたる未来の教師（＝教職課程に学ぶ大学生・大学院生）に

求められる広い視野・関心

 異文化理解と共に多文化共生（又は共存）の態度、価値観を育む

 答えのない難しい課題に果敢に立ち向かう態度、チャレンジ精神、勇気、気

概を育てる

 現在の日本の学校・教師・教員養成のあり方を相対的にとらえる必要性、次

の時代を拓くヒントを得る

 世界の先駆的な教育環境、教育方法、教育技術等から得る発見、その応用の

可能性

 アジアそして世界の同世代とのネットワーク構築、次代の学校教育や教員養

成を担う若者の交流

 etc.
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教員養成をめぐ
る環境の変化①
―教職大学院の
全県設置

全国の教職大学院の設置状況（2019年）

（入学定員は予定数）
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教員養成をめぐ
る環境の変化②
―SOCIETY5.0、
第四次産業革命

内閣府作成資料
［内閣府ホームページより］



国際連合広報センターホームーページより
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「教員養成ならではの」海外研修の取組み
〔2019年度現在〕

 『海外留学ガイドブックー大阪教育大学から、世界へ飛び立つ』の作成【大阪教育大学】

―グローバルセンターが提供する「交換留学制度」や「短期語学研修・文化研修プロ

グラム」を一覧する。プログラム概要や協定校の紹介、先輩の体験談等を含む

 グローバル教員養成プログラム【北海道教育大学】

―国際社会で活躍できる人材を育てるため、高い語学力と豊かな国際感覚を養成

 グローバル教員養成プログラム【鳴門教育大学】

―幅広く，多様な見方や考え方，態度などを身につけ，国際化する教育に柔軟に対応

 グローバル教育演習（香港・タイ）【東京学芸大学】

―各種の学校参観、授業実践、教育関連施設の参観等、現地学生との交流等を通じて、

海外の教育事情を学ぶ

etc. ★教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令の公布

→在外教育施設での教育実習が可能に（2019年4月より）
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教員養成ならではの国際的な大学間連携の動き
〔2019年度現在〕

 日韓教育大学学長フォーラム

― 韓国の初等教員養成大学と日本の教員養成単科大学の連携組織

 日中教師教育研究集会【鳴門教育大学・北京師範大学】

―日本の教員養成系新構想大学と北京師範大学による教師教育研究に関する連携組織

 教育に関する環太平洋国際会議【北海道教育大学】

―日本の教員養成系新構想大学と北京師範大学による教師教育研究に関する連携組織

 百済文化シンポジウム【奈良教育大学・公州大学校】

 東アジア教員養成国際コンソーシアム【公州大学校・ソウル教育大学校・北

京師範大学・華東師範大学・大阪教育大学・東京学芸大学】

―日本・中国・韓国・台湾・モンゴルの４６大学加盟

etc.
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教員養成分野のキャンパス・アジア
－日中韓3大学コンソーシアムの挑戦－
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東京学芸大学大学院教育学研究科の改組
〔2019年度〕
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キャンパス・アジア事業（概要）

キャンパス・アジア事業：
2011年から開始された文科省による大学の世界展開力強化事業の一部

●国際的に活躍できるグローバル人材の育成

●大学教育のグローバル展開力の強化

●学生交流の増加、高等教育質保証の共通ルール形成

●アジアにおける高等教育圏の形成

2016年度採択分：「キャンパス・アジア」事業の推進（新規分）
アジア諸国との大学間交流枠組みの強化
（タイプA：中国、韓国、日本の大学による単位互換、学位授与の枠組み構築）

◎ 東アジア教員養成国際大学院プログラム（2016年〜2020年）

●北京師範大、ソウル教育大、東京学芸大による
ダブルディグリー・プログラム構築を通じたア
ジア圏での学校教育のリーダー・教育支援人材
の育成

●教育人材育成に関するアジア圏での参照枠構築
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キャンパス・アジア事業（目的）

ソウル教育大学校 東京学芸大学 北京師範大学

教育課題
対応力

実戦力
指導力

授業研究
推進力

英語
アジア２言語

運用力

身につける力

養成人材
１）学校教員、教育支援人材
２）スクール・リーダー、学校管理職
３）上記学校教員等の養成と現職教員の研修

にあたる大学教員
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キャンパス・アジア事業（具体的な内容）

１）短期語学・文化研修プログラム（10日〜３週間）

・SPTC（Summer Program for Trilateral Cooperation）

2017年～2019年は、東京学芸大学で実施

・WPTC（Winter Program for Trilateral Cooperation）

2017年～2019年は、ソウル教育大学校で実施

２）交換留学（１学期〜）

・学部段階（留学生科目、学芸フロンティア科目）

・修士課程段階（キャンパス・アジア指定科目）

３）修士課程におけるダブルディグリー・プログラム（2018年10月調印）

●北京師範大学 大学院外国語言文学学院

大学院教育学部（2019年7月追加）

●ソウル教育大学校 教育専門大学院

●東京学芸大学 大学院教育学研究科（修士課程）

４）国際シンポジウム（ICUE）の開催

５）ネットワークの構築

・キャンパス・アジアホームページ開設

・メールマガジン
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キャンパス・アジア事業（交流学生数）

2016年度 2017年度 2018年度

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

6 5 6 14 16 32 16 42 18 87 18 50

（注１）2019年3月までの交流学生数
（注２）東京学芸大学からの派遣と、東京学芸大学への受入学生数

（短期・長期を合わせた数）
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キャンパス・アジア指定科目（共通科目）
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内部質保証システムのあらまし

Plan

DoCheck

Act

週１定例打ち合わせ
室員会議・事業委員会
3大学合同会議

企画 立案

プログラム運営
（授業・学生支援）

効果測定
修学成果の確認
意見交流会

広報 外部評価

プログラム
改善・改良
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４つの身につける力に関するルーブリック（受入れ学生用） ※来日時・帰国時に使用する チェ
ック
欄

１．外
国語力
（日本
語力）
につい
て

高い効果 N1合格程度のリーディング・リスニング・ライティング能力と語彙力を
身につけている。

□３
点

中程度の効果 N2合格程度のリーディング・リスニング・ライティング能力と語彙力を
身につけている。

□２
点

さらなる努力を要す
る

N2合格にはいたらないが、その5割程度のリーディング・リスニング・
ライティング能力と語彙力を身につけている。

□１
点

２．教
育課題
に対す
る理解
につい
て

高い効果 アジアにおける複数の国・地域と比較しつつ、自国の学校教育ならびに
関連する事項についての課題を科学的・系統的に把握し、その改善に向
けた自分の考えをまとめることができる。

□３
点

中程度の効果 アジアにおける特定国・地域と比較しつつ、自国の学校教育ならびに関
連する事項についての課題を科学的・系統的に把握し、その改善に向け
た自分の考えをまとめることができる。

□２
点

さらなる努力を要す
る

自国の学校教育ならびに関連の事項に関する課題を把握し、その改善に
向けた自分の考えをまとめることができる。

□１
点

３．実
践力・
指導力
につい
て

高い効果 高度な知識と豊かな教養に裏打ちされた実践力・指導力を具体的な活動
場面（授業時のグループ発表や各種行事等）において発揮できる。

□３
点

中程度の効果 基礎的な知識と教養に裏打ちされた実践力・指導力を具体的な活動場面
（授業時のグループ発表や各種行事等）において発揮できる。

□２
点

さらなる努力を要す
る

具体的な活動場面で発揮できる十分な知識・教養と実践力・指導力の習
得にはいたっていない。

□１
点

４．授
業研
究・実
践研究
につい
て

高い効果 アジア各国・地域が蓄積する授業研究・実践研究の方法を理解して、自
らの授業又は各種実践を改善し、学校等、所属する組織の課題解決に寄
与できる。

□３
点

中程度の効果 アジア各国・地域が蓄積する授業研究・実践研究の方法を理解して、自
らの授業又は各種実践を改善することができる。

□２
点

さらなる努力を要す
る

アジア各国・地域が蓄積する授業研究・実践研究の方法に触れてはいる
が、自らの授業又は各種実践の改善にはいたっていない。

□１
点



キャンパス・アジア事業（効果測定）

（注１）2017年4月受入れ学生8名
（注２）来日時・帰国時学生評価の平均値

（３点満点による自己評価）

18



ホームページ、リーフレット、メールマガジン

■TGU■キャンパスアジアメールマガジン■

【2018年5月29⽇Vol.3︓2018年春号】

※このメールマガジンは東京学芸⼤学キャンパスアジア

修了生・参加学生・関係者の⽅々に配信しています。

＋＋＋＋

お知らせ

＋＋＋＋

●東京学芸⼤学キャンパスアジア推進室です。

新年度も早2ヶ月が過ぎました。

4月から新たに10名の留学生を、

キャンパスアジアプログラム生として迎えました。

彼らの活躍を今後も発信していきます。キャンパス・アジアホームページ

キャンパス・アジアリーフレット

キャンパス・アジアメールマガジン
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動画挿入



キャンパス・アジア事業（課題）

１）ダブルディグリー・プログラムの導入

・東京学芸大学の大学院改組に伴う困難

２）バランスのとれた学生交流

・日本から中国、韓国への留学生数が少ない

３）学生の語学力を含めた資質・能力の

学部段階からの育成（時間がかかる）

４）人材養成に関わる成果評価とそのフィードバック

５）３大学による安定的な枠組み構築

６）東アジア教員養成国際コンソーシアム（ICUE）加盟

大学との連携、博士課程への接続

事業開始から約３年が経過した現段階での課題
（事業期間：2016年後半～2021年３月）
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プラットフォームとしての東アジア教員養成国際コンソーシアム

Japan (13)China(1２)
Taiwan 
(２)

Korea
(18)

Mongolia(1)

国際シンポ
ジウムの開

催

若手研究者・
院生の共同育

成

短期プログラ
ムの開発と共

用化

国際交流情
報の収集と

発信

単位互換、

大学院教育モデ
ルの共創

Campus Asia
教員養成をめぐる
高等教育圏の構築
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①教員養成のグローバル化の背景や必要性について

 2019年現在の教員養成をめぐる環境を概観―教職大学院全県設置等

 次世代の教育にあたる未来の教師、つまり教職課程に学ぶ学生には、どの
ような資質・能力を身につける必要があるのか、そのために教員養成系大
学・学部や教職課程では、どのようなカリキュラムやプログラムを設計し
提供するのか、そして学生の異文化理解や多文化共生・共存に向けた知
識・技術・態度をどのように伸ばしていくのか

②教員養成のグローバル化と学生の学びに関わる具体的な事例

 一定の実績を上げている「教員養成ならでは」の海外研修プログラムと10
年程度歴史のある教員養成をめぐる東アジア地域の大学間連携の取組みに
ついて紹介

 アジア地域の高等教育圏構築に、教員養成分野から取り組むキャンパス・
アジアプログラム「東アジア教員養成国際大学院プログラム」の取組みに
ついて、ダブルディグリー等、新たな動向を紹介
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第８講③ まとめ



〇岩田康之・三石初雄編『教員養成における「実践的」プログラム―中国の知見
に学ぶ』東京学芸大学出版会、2019年3月

〇岩田康之「日本の教員養成系大学における短期海外研修プログラムの企画・
実践・効果に関する考察―教職志望者の視野を外に開くカリキュラムづくり―」
『日本教師教育学会年報』第27号、2018年9月

〇東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科編『教育の国際化と学際化に向け
て―広域科学としての教科教育学』東京学芸大学出版会、2018年3月

〇東アジア教員養成国際共同研究プロジェクト編『「東アジア的教師」の今』
東京学芸大学出版会、2015年3月

〇田中光晴「教員養成課程のグローバル化に関する動向」『東北大学大学院教
育学研究科研究年報』第63集第1号、2014年

〇東京学芸大学カリキュラム開発研究センター（研究代表者：岩田康之）『教
師教育とグローバライゼーション』2014年3月

〇東京学芸大学カリキュラム開発研究センター『東アジアの教師はどう育つか
（韓国・中国・台湾と日本の教育実習と教員研修）』東京学芸大学出版会、
2008年9月
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